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登録リスト（該当：18件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 幼き日の日記帳より（『西塩田時報』第77号（1930年4月1日）4頁）]	幼き日の日記帳より（『西塩田時報』第77号（1930年4月1日）4頁）	子供の頃つけていた日記を読み返し、その中から厳選した文章をまとめたものだと思われます。男は常に何かにつけて酒を飲むことばかり考えている、こんなにせっかちだと生き急ぐことになりはしないか、など筆者の発想の豊かさに驚かされました。




▼この記事は以下から参照できます。
＃334『西塩田時報』第77号（1930年4月1日）4頁	2023-12-07
	2	[image: 例）【蚕の観察日記】8月5日]	例）【蚕の観察日記】8月5日	2023/08/05
今日もいつも通り、蚕は動いていた。
桑の葉をおいてあげるともぞもぞと動き出しおいしそうに葉っぱを食べていた。

蚕の顔をよく見てみると目はあるがあまりあいていないように思える。もしかしたら、目があまり良くないのかもしれない。

住んでいる所は蓋もないが逃げ出さないのは何故なのだろう。
次の授業のときに調べて見ようと思う。	2023-08-05
	3	[image: K君の日記]	K君の日記	弟妹のけんかしている描写から始まるK君の日記。何気ない日常の中に現在の弟妹の姿から昔の自信を連想し懐かしんだりしているところに面白みを感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
＃1183『西塩田公報』第62号(1952年11月5日)3頁
	2022-12-25
	4	[image: おまるのめのひ　（六）第１８１]	おまるのめのひ　（六）第１８１	不思議な日記を読んでいるようでした。昔の言葉なのに全部ひらがなで書いてあるのが面白いなと思いました。今の新聞でいうとあんずちゃん的な位置にある子供用の文章なのかと思いました。
私が子供だったらきっとこの文を読まずに外に遊びに行っているだろうなと思います。


参照元↓

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns11_181to204.pdf
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1261.jpg	2022-12-22
	5	[image: 二十四の瞳]	二十四の瞳	2022/03/01

二十四の瞳の舞台。小豆島へ。
小豆島というと私が思い浮かぶのは「オリーブ」「二十四の瞳」「昔の車のCM」。小学校の頃からいつか行きたいな～。と思っていた。

小豆島に入ってすぐに、二十四の瞳の像が。
うわ～、ホンモノだ。写真で見てたやつ！となり小豆島に来たんだな～と実感した。
その後、車で小豆島を回り念願の「二十四の瞳映画村」へ！

しかし、なんとコロナウイルスの影響で臨時閉館していた。行きたくてたまらなかった私はすき間から映画村をたくさん覗いた。
二十四の瞳映画村がしまっていてショックを受けたのかなと思いながら、この日の日記を見ると


「二十四の瞳映画村にいくと臨時休館していた。また小豆島に来る理由ができた。ラッキー！」（当時の日記より）

と書いてあった。
いや、、どん	2022-11-25
	6	[image: 土佐神社]	土佐神社	2022/02/27

高知県、土佐一宮　土佐神社へ。
ここ、土佐神社は１５７０年に長宗我部元親により再建されてる神社。国の重要文化財にも指定されている。

私は旅行に行くと調べることが２つある。
１つ目は山。その場所で有名な山を調べることは山好きあるある。
２つ目に寺社仏閣と教会。一見、寺社仏閣と教会は反対のように見えるかもしれない。しかし、私がこれらが好きなのは”時には人の心のよりどころ””時には願う場所”と人を惹きつけるという所になんともいえぬ魅力を感じているから。


実はこの土佐神社には個人的なエピソードがある。
マイサイトでも投稿したが５月に北海道に行ったときのこと。
私がいつも通り、御朱印帳に日記を書いているとCAさんに「御朱印やられているんですか？」と声をかけていただいた。御朱印帳	2022-11-22
	7	[image: 長岡天幡宮]	長岡天幡宮	2022/02/23

京都府長岡八幡宮。
日頃、他人に見せることはほとんどないが御朱印帳の裏に書いている日記を書いてみる。


2022.2.23
京都「長岡天満宮」
太宰府天満宮と同じ、菅原道真公が祀られている。境内までの道のりは大きく異なるが、中は似たものが多かった。
本殿の隣の飛梅・牛の像。
ふと昔のことを思い出し、感傷に浸る。
おじいちゃんといろんな所に行ったな。キジマとか天満宮も、白糸の滝も。
「いつでも楽しそうに」
これからも続ける。	2022-11-19
	8	[image: 瀬戸内海]	瀬戸内海	2022/02/25

春休みに実家に帰るついでに中国・四国地方の旅行へ。

この時期、日記によると私はいろんな事に悩んでいたらしい。「将来どうしよう」「学校にやりがいを見出すことができない」など様々な不安を日記に書いていた。

そんな中、旅行中だけは不安なく過ごすことができていたため長旅に行く事に決めた。

不安から逃げるように行った旅行がマイサイトのネタになっている。それだけで不安と過ごした日々に価値を見いだせる気がする。	2022-11-18
	9	[image: 上田だけじゃない！蚕糸業で栄えた城下・松代]	上田だけじゃない！蚕糸業で栄えた城下・松代	　長野県松代町は、明治期に養蚕業が盛んに行われていました。横浜・上田と共に日本シルクロードとも言われていました。
　写真の旧横田家住宅は、国重要文化財に指定されており、和田(横田)英が生まれた場所でした。和田英は、１５歳のころから群馬の富岡製糸場で努力し、帰郷したのち、六工製糸場で指導、製糸業発展に尽力した人物です。和田英の著した『富岡日記』も有名な書物です。	2022-10-30
	10	[image: 旧横田家住宅について]	旧横田家住宅について	旧横田家住宅は1800年代前半から中頃にかけて建築されたとされる武家屋敷です。横田家は、幕末から明治・大正・昭和にかけて最高裁判長や鉄道大臣等多くの秀才を生んだ家です。明治時代には世界遺産の富岡製糸場へ伝習工女として働き、製糸場の様子を記した有名な「富岡日記」を書いた横田英がここで育ちました。	2022-10-29
	11	[image: 海の見えるカフェ]	海の見えるカフェ	福岡にある海の見えるカフェで休憩。
なんで立ち寄ったのかも覚えていない……。

『Instagramができてから、カフェはメニュー以外に勝負する要素がたくさんできたなとふと思った。』
と日記には書いてあった。
自分が書いているのに全く覚えていないところがいつも不思議。

長野県諏訪市にも行きたいパン屋さんがあるため
長野県に戻ったら是非行かなければ。	2022-09-12
	12	[image: 北海道③　小樽　堤防]	北海道③　小樽　堤防	写真は小樽運河近くの堤防。

船は海上保安庁の船。

幼少期、「海猿」が大好きで海上保安官になりたかった

ことを思い出す。






（ここから書く文は5月17日　日記より）


堤防では、三人の男性が釣りをしていた。




会話を聞いていると、

どうやらこの堤防で初めて会ったみたい。




ふと、クーラーボックスを見てみると

一匹も魚は釣れていない。




自分も福岡でよく釣りをしていたが、

魚がつれないことは非常につまらない。




しかし、

小樽の空間・会話が彼らにとって

非常に心地のいいものだから

餌を食われた竿にまた餌をつけ、

また海に投げ入れるのかな。




同じ趣味の人とは話も合うし

自分もこのような時間をたくさん過ごせたらなぁ

と思った。	2022-06-12
	13	[image: 山口慎『白露日記』改訂・現代語訳（明治中期のペルー日記）]	山口慎『白露日記』改訂・現代語訳（明治中期のペルー日記）	私の曾祖父・山口慎の『白露日記』（明治22－23年）の現代語訳を今回少し改訂しました。上田藩出身の武士道精神は潔く、故郷の多くの方に知っていただければと思います。

山口慎(1846-1913）は上田藩士・山口毅の次男で、明治5年に松平忠礼・忠厚兄弟公のアメリカ留学に随行し、帰国後、東京銀座で日本初の西洋酒問屋「清水谷商会」を営みました。明治２２年、高橋是清のペルー銀山開拓事業に同行し、その顛末を『白露日記』として残します。明治４５年、旧藩主・松平家の財政再建を頼まれ、東京の松平邸に移り住んで私財を投げうつも病いに倒れました。

五味篤氏の『銀嶺のアンデス』、板谷敏彦氏の『小説高橋是清』でも取り上げられた日記です。	2023-05-20
	14	[image: 山口慎『白露日記』原本]	山口慎『白露日記』原本	激動の明治時代を生きた上田出身の私の曾祖父・山口慎について上田の方々に知っていただけたらと思い投稿します。別ファイルに現代語訳があります。

山口慎(1846-1913）は上田藩士・山口毅の次男で明治5年松平忠礼・忠厚兄弟公のアメリカ留学に随行し、帰国後は東京銀座で日本初の西洋酒問屋「清水谷商会」を営む。明治22年、高橋是清のペルー銀山開拓事業に同行し、その顛末を『白露日記』に残す。明治４５年には松平家から財政再建を頼まれて、東京の松平邸に移り住み私財を投げ打つが病いに倒れた。	2022-05-07
	15	[image: 上田藩の死者数、正福寺の千人塚]	上田藩の死者数、正福寺の千人塚	千曲川流域には、「戌の満水」の流死者供養塔が幾つも残されている。それには２種類ある。一つは、多くの犠牲者を出した現地に建てられたもの、もう一つはたくさんの流死者が流れ着いて埋葬された場所に建てられたものだ。千曲川の上流では、上畑村（佐久穂町・２４８人）小諸城下（小諸市・５０７人）所沢川流域の金井村（東御市・１３０人）田中宿・常田村（東御市・６８人）などで多くの流死者を出した。そして、まず大量に流れ着いたのが、上田だった。
「千曲川も上田まで来ると、流れが緩やかになる。上流から流されてきた死体が上田に流れ着いた。上田藩主の命令で段丘上の秋和の正福寺の門前に引き上げ、埋葬して、後に碑を建てた。それが千人塚と呼ばれている。また正福寺境内には石造地蔵尊があり、縁者がたくさん亡くなっ	2022-01-24
	16	[image: 生糸はどこから来たのか]	生糸はどこから来たのか	NPO長野県図書館等協働機構/信州地域史料アーカイブ
（参考資料：原町問屋日記 trc-adeac.trc.co.jp/WJ11E0/WJJS06U/2000515100/2000515100100040/ht039211)

「原町問屋日記」という資料が見つかった。この資料には上田の生糸について書いてある。

この資料から、生糸が上田に来た歴史などが書かれており、上田の生糸は外国からも人気で生糸の輸出が上田を潤していたことが分かる。また、生糸はもちろん、養蚕、製糸の発展が上田地域に欠かせないものだということが分かる。製糸が発展した上田地域の環境の中で上田紬が作られ、発展していったことが分かる。	2021-01-26
	17	[image: 信州上田学A2020⑦実習「上田探検１」の進め方]	信州上田学A2020⑦実習「上田探検１」の進め方	オンデマンド講座
▼第７回6/10講座（市民開放講座第５回）　講師：前川道博（長野大学）　62分


本日の資料
[image: ] 
記録日: 2020/06/10

実習サイト

みんなでつくる信州上田デジタルマップ
　http://d-commons.net/uedagaku/

参考サイト
▼講座中の地域探検事例
上田まちあるき2013(by前川)
	2020-09-03
	18	[image: 大里村役場跡碑]	大里村役場跡碑	碑文

大里村役場跡
　小諸市長　塩川忠巳書


大里村役場沿革誌
明治二十二年市町村制実施により大里村発足
　　　　　　諸二〇七番地に役場開設
大正十五年大里尋常高等小学校隣接地諸字矢鼻
　　　　　　二六番地ー二近代的役場新築
昭和二年新役場により事務執行
昭和二十九年市町村合併法により小諸町になる
同　　　　年四月小諸市となり諸支所となる
昭和三十八年諸出張所となる
昭和四十四年諸出張所廃止
平成四年三月吉日記念碑建立
　　　　　　　　記念碑建立実行委員会	2020-07-13

  ≪  1  ≫


			
			
				[image: 地図で見る]
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